
平
成
２０
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
が
、
次
の
通
り
改
正
と
な
り
ま

し
た
。

①
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
創
設

０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
支
援
す
る
た
め
、
従

来
の
医
療
保
険
分
・
介
護
保
険
分

（
４０
歳
以
上
６５
歳
未
満
）に
加
え
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
合
算
し

て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
１９
年
度
の
医
療
保

険
分
の
税
率
と
、
平
成
２０
年
度
の

医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
を
合
算
し
た
税
率
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

②
税
率
お
よ
び
限
度
額
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保
険

者
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
よ

う
、
税
率
と
賦
課
限
度
額
を
決
定

し
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
加

に
よ
り
負
担
が
集
中
す
る
中
間
所

得
者
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
地
方

税
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
平
成
１９
年
度
の
医
療
保

険
分
の
賦
課
限
度
額
５６
万
円
が
、

医
療
保
険
分
４７
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
分
１２
万
円
と
し
た
合
計
５９

万
円
に
な
り
ま
し
た
（
表
参
照
）。

※
国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
主

が
納
税
義
務
者
で
す
。
世
帯
主
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
場
合
で
も
納
税
義
務
者
は
そ
の

世
帯
主
で
す（
こ
の
場
合
、世
帯
主

の
所
得
は
保
険
税
の
計
算
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）。

③
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

被
保
険
者
が
金
融
機
関
の
窓
口

で
保
険
税
を
支
払
う
な
ど
の
手
間

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
、
保
険
税
を
年
金
か
ら
支
払
う

仕
組
み
を
設
け
、
平
成
２０
年
１０
月

１５
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
支
払
い
制
度
の
対
象
は
、

被
保
険
者
全
員
が
、
６５
歳
か
ら
７４

歳
ま
で
（
世
帯
主
も
含
む
）
の
世

帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

※
世
帯
内
に
７５
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
人
が

い
る
場
合
や
、
世
帯
内
の
６５
歳
未

満
の
人
全
員
が
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
同
様
、
①
年
金
額
が
年
額
１８
万

円
（
月
額
１
万
５
千
円
）
未
満
の

場
合
②
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た

保
険
税
額
が
年
金
額
の
１
／
２
を

超
え
る
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
徴

収
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

１０
月
、
１２
月
お
よ
び
翌
年
２
月

に
年
金
か
ら
支
払
う
保
険
税
額
は
、

原
則
と
し
て
平
成
２０
年
９
月
ま
で

の
間
に
納
め
た
額
を
差
し
引
き
、

そ
れ
を
３
等
分
し
た
金
額
で
す
。

年
金
か
ら
支
払
う
保
険
税
額
の

決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
納

税
義
務
者
へ
送
付
し
ま
す
。

問
税
務
課
市
民
税
班
!
７３
・
０
０
８
７

国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

改
正
点
に
ご
注
意
を

平
成
２０
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
７
月
１５
日
以
降
に
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方

①
特
別
徴
収
…
年
金
天
引
き
に
よ

る
納
付
（
４
月
、
６
月
、
８
月
、

１０
月
、
１２
月
）

・
年
金
が
一
定
額
以
上
の
人
は
、

４
月
、
６
月
、
８
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
保
険
料
仮
徴
収
額
が
差
し

引
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
決

定
額
に
よ
り
、
引
続
き
１０
月
支
給

分
以
降
の
年
金
か
ら
自
動
的
に
差

し
引
か
れ
ま
す
。

②
普
通
徴
収
…
窓
口
で
の
納
付

（
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８

期
割
）

・
年
金
が
一
定
額
未
満
の
人
な
ど

に
は
、「
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を

同
封
し
ま
す
の
で
、
近
く
の
指
定

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、

口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。口
座
の
あ
る
金
融
機
関
・
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に
、通
帳
・
通
帳

届
出
印
・
納
入
通
知
書
を
持
参
し

て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
制
度
に
加
入
す
る
直
前
に
被
用

者
保
険
（
会
社
の
健
康
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
人
…
平
成
２０
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
保
険
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
平
成
２０
年
１０
月
か
ら
平
成
２１

年
３
月
ま
で
は
、
保
険
料
の
９
割

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
納

め
方
は
、
原
則
１０
月
以
降
に
支
給

さ
れ
る
年
金
か
ら
の「
特
別
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
が
一

定
額
以
下
の
人
は
「
普
通
徴
収
」

と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
人
へ
…
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
で
保
険
料
額
が
１
、
６
０

０
円
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
か
確
認

し
、
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
３
月
ま
で
被
用
者
保
険
の
本
人

で
あ
っ
た
人
…
原
則
７
月
か
ら

「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。
年

金
が
一
定
額
以
上
の
人
は
、
１０
月

か
ら「
特
別
徴
収
」と
な
り
ま
す
。

◆
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
の
一
部
負
担
割
合
変
更

・
平
成
２０
年
８
月
１
日
か
ら
の
一

部
負
担
割
合
（
窓
口
負
担
割
合
）

は
、
平
成
２０
年
度（
１９
年
分
所
得
）

市
県
民
税
の
課
税
所
得
に
よ
り
判

定
し
ま
す
。
一
部
負
担
割
合
が
変

更
に
な
る
人
に
は
、
７
月
中
旬
に

新
し
い
「
被
保
険
者
証
」
を
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
「
旧
被
保
険
者

証
」
は
、
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
料
班
!
７３
・
０
０
８
６

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

２０年度
４．８０％
３７．５０％
９，０００円
１８，０００円
４７０，０００円
３．００％
９，０００円

１２０，０００円
１．２０％

１２，０００円
９０，０００円

１９年度
７．８０％
３７．５０％
１８，０００円
１８，０００円
５６０，０００円
‐
‐
‐
１．２０％

１２，０００円
９０，０００円

課 税 対 象 額
前年中の所得金額!基礎控除額（３３万円）
土地および家屋の固定資産税額
加入者（被保険者）一人当たり
一世帯当たり
Ａ～Ｄの合計に対する限度額
前年中の所得金額!基礎控除額（３３万円）
加入者（被保険者）一人当たり
Ｅ＋Ｆに対する限度額

前年中の所得金額!基礎控除額（３３万円）
加入者（被保険者）一人当たり
Ｇ＋Ｈに対する限度額

区 分
Ａ 所得割
Ｂ 資産割
Ｃ 均等割
Ｄ 平等割

Ｅ 所得割
Ｆ 均等割

Ｇ 所得割
Ｈ 均等割

医療保険分

後期高齢者
支援金分

介護保険分

く
ら
し
の
情
報

保
険
料
の
納
め
方

◆平成２０年度国民健康保険税税率および税額（Ａ～Ｈの合計が１年間の納付総額）
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改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
普
通
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で

き
る
場
合

①
「
歩
道
通
行
可
」
の
標
識
な
ど

が
あ
る
と
き
②
児
童
・
幼
児
・
７０

歳
以
上
の
高
齢
者
が
運
転
す
る
場

合
③
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
危

険
な
と
き

◆
普
通
自
転
車
で
歩
行
者
用
信
号

機
の
あ
る
横
断
歩
道
が
通
行
可
能
に

①
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と
き

は
、
降
り
て
押
し
て
渡
る
②
自
転

車
横
断
帯
が
あ
る
と
き
は
自
転
車

横
断
帯
を
通
行
す
る

◆
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
保
護
者

の
努
力
義
務

①
児
童
・
幼
児
に
自
転
車
を
利
用

さ
せ
る
と
き
②
補
助
い
す
な
ど
で
、

保
護
者
な
ど
の
自
転
車
の
乗
車
装

置
に
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
と
き

◆
後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
が
義
務
化

・
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
努
力
義
務
か
ら
義
務
化
に

◆
７５
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
高

齢
者
マ
ー
ク
の
表
示
を
義
務
付
け

・
７５
歳
以
上
に
義
務
化
、
７０
〜
７４

歳
は
努
力
義
務

◆
聴
覚
障
害
者
の
免
許
取
得
範
囲

が
拡
大

①
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
な
ど
の
装
着
を

条
件
に
普
通
自
動
車
免
許
取
得
が

可
能（
普
通
乗
用
自
動
車
に
限
る
）

②
運
転
す
る

場
合
は
「
聴

覚
障
害
者
標

識
」
の
表
示

が
義
務
化

問
環
境
生
活
課
!
７３
・
０
０
８
８

６６
月月
１１
日日
かか
らら

道
路
交
通
法
が
一
部
改
正浄

化
槽
は
、定
期
的
に
清
掃（
汚

泥
引
き
抜
き
）を
行
わ
な
い
と
、槽

内
に
汚
泥
な
ど
が
た
ま
り
、
悪
臭

の
発
生
や
河
川
な
ど
を
汚
染
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

東
総
衛
生
組
合
の
許
可
を
受
け

た
次
の
業
者
に
依
頼
し
て
適
切
に

清
掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
浄
化
槽
は
１
年
に
１
回

以
上
の
清
掃
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
清
掃
許
可
業
者

○（
株
）ト
ー
ソ
ー
エ
ン
バ
イ
テ
ッ

ク
・（
匝
瑳
市
）!
７２
・
４
２
３
１

○
（
株
）
加
藤
設
備
（
旭
市
）
!

６３
・
８
２
７
７

○（
株
）旭
住
宅（
旭
市
）!
６３
・
８
１
５
０

○
（
株
）
五
十
嵐
商
会
海
匝
営
業

所（
横
芝
光
町
）!
８４
・
１
１
１
９

○
（
有
）
光
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
横
芝
光
町
）
!
８４
・
２
２
４
４

○
旭
衛
生
セ
ン
タ
ー（
株
）（
旭
市
）

!
６３
・
９
５
５
１

○
（
有
）
い
し
げ
水
質
管
理
セ
ン

タ
ー
（
旭
市
）
!
６３
・
２
２
８
２

○
（
有
）
銚
子
浄
化
槽
管
理
セ
ン

タ
ー（
匝
瑳
市
）!
７３
・
３
８
４
０

○
（
有
）
ユ
ー
ト
・
ア
メ
ニ
テ
ィ

（
横
芝
光
町
）
!
８４
・
３
２
７
０

問
東
総
衛
生
組
合
旭
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
!
６２
・
０
７
９
４
、
光
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
!
８４
・
０
４
０
９

環環
境境
汚汚
染染
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ

浄
化
槽
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う

平
成
２０
年
度
分
の
介
護
保
険
料

額
が
決
定
し
、
７
月
１５
日
以
降
に

保
険
料
額
決
定
通
知
書
が
皆
さ
ん

の
自
宅
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方
に
は
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
特
別
徴
収
の
人
は
、
年
金
か
ら

自
動
的
に
介
護
保
険
料
が
差
し
引

か
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
普
通
徴
収
の
人
は
、
封
筒
の
中

に
納
入
通
知
書
が
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
近
く
の
金
融
機
関
で
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
の
人
は
、
毎
月
末

に
口
座
か
ら
保
険
料
が
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

４
・
５
・
６
月
に
６５
歳
に
な
っ
た

人
は
、
今
年
度
か
ら
介
護
保
険
料

が
直
接
か
か
り
ま
す
が
、
最
初
は

年
金
か
ら
保
険
料
が
引
か
れ
ま
せ

ん
の
で
、納
入
通
知
書
で
、近
く
の

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
普
通
徴
収
の
人
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
納
期
ご
と
に
納
め

に
行
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で

す
。
申
し
込
み
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
・
郵
便
局
な
ど
に
、通
帳

届
出
印
・
通
帳
・
納
入
通
知
書
を
持

参
し
、
窓
口
で
申
し
込
み
ま
す
。

※
災
害
や
著
し
い
所
得
の
減
少
な

ど
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
市
民
課
保
険
料
班
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
料
班
!
７３
・
０
０

８
６

納納
めめ
方方
はは
２２
通通
りり

夏
休
み
は
、
海
水
浴
な
ど
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
や
、
開
放
感
か

ら
誘
発
さ
れ
る
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
楽
し
く
夏
休
み
を

過
ご
す
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

〜

広
げ
よ
う

ど
う
ぞ
の
気
持

ち
と

車
間
距
離

〜

〜

締
め
た
か
な

後
ろ
の
席
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

〜

◆
運
動
の
重
点
目
標

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
安
全
運
転

・
道
路
の
横
断
は
、
一
度
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
確
認

・
夜
間
の
外
出
は
、
反
射
材
な
ど

を
身
に
付
け
自
身
の
安
全
確
保

②
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

・
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ

り
全
席
で
の
着
用
が
義
務
化

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
歩
行
者
に
や
さ
し
い
運
転
を

（
信
号
無
視
・
一
時
不
停
止
・
二
人

乗
り
・
無
灯
火
・
並
走
な
ど
の
危
険

・
迷
惑
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
）

④
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
速
度
超
過

な
ど
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
防
止

・
飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
・
さ
せ

な
い
・
見
逃
さ
な
い
！
」

問
環
境
生
活
課
!
７３
・
０
０
８
８

７７
月月
２２００
日日（（
日日
））〜〜
３３１１
日日（（
木木
））

夏
の
交
通
安
全
運
動

介
護
保
険
料
額
が
決
定

聴覚障害者標識

７


